　2007.11藤咲整形外科医院だより　　
秋きぬと 眼にはさやかに見えねども 風の音にぞ おどろかれぬる　

　有名な短歌です。夏が暑かった分、秋の深まりが早く感じられます。現代語では　おどろく　は、びっくりする、たまげるということですが、この歌では、気づかされる　という意味になる、と、教科書には書かれています。
　言葉が言葉どおりでないのは、日常よく見られることですが、度を越しますと、意思の疎通に支障が出てきます。以前によく耳にしたことですが、「～運動が良いと聞いたから実施したところ、かえって痛くなった」これは、どんなに良い運動も、過ぎればからだを痛めることになる、と気付けば回避できることです。
　「じっとしていれば痛くない」これも以前はよく耳にしましたが、日がな一日じっとしているわけにはいかないことは、誰もが知っています。

　整形外科の治療は、どこがどのように不具合だから、がはっきりしたときに、その治療が決まってきます。日常生活のどこに不具合があるかを知ろうとして、(爪切りなど、日常生活動作について、)～はできますか。とお尋ねすることがあります。聞くなり、どんなこともできる、とばかりにお答えになる方があります。生活のなかの気づいていない不具合に気付き、治療の目安にしようとしての問いですから、全部否定されては話の接ぎ穂がありません。一緒に考えていただきたいと思います。
　気付くことで得られることは、整形外科のことにとどまりません。ことわざには、医療に通ずる啓発が、たくさんあります。「腹八分目」などは良い例です。これのみで、メタボリックシンドロームのあらかたは解決してしまいそうです。食欲の秋ですが、皆様お体大切に。
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